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平成18年度平成18年度
決算報告決算報告

対
前年度比

対前年度
増減額構成比決算額区　　　分

0.9%1,5456.6%179,382町税

自　

主　

財　

源

△23.1%△ 5,3860.8%23,315分担金及び負担金

12.9%4,9861.4%38,610使用料及び手数料

△45.7%△ 13,0471.1%28,552財産収入

△103.2%△ 78,0772.8%75,635繰入金

34.5%29,5103.2%85,570繰越金17.2%

△136.2%△ 47,2251.3%34,678諸収入

△1.5%△ 26,09263.5%1,716,569地方交付税
依　

存　

財　

源

△85.5%△ 31,2071.3%36,499国庫支出金

65.6%153,9958.7%234,686道支出金

10.0%15,7005.8%157,300町債

4.8%4,4953.5%93,535その他82.8%

0.3%9,197100.0%2,704,331合　　　計

歳入

対
前年度比

対前年度
増減額構成比決算額区　　　分

1.9%10,37120.8%543,423人件費
義務的
経　費

41.6%
△10.9%△ 6,9362.5%63,885扶助費

△4.5%△ 21,39618.3%476,834公債費

39.5%104,45510.1%264,305普通建設事
業費等

投資的
経　費

10.1%

△4.3%△ 17,09915.2%397,061物件費

その他
の経費

48.3%

△135.2%△ 64,2061.8%47,475維持補修費

△10.6%△ 27,0719.8%255,515補助費等

△
3867.9%△ 108,1470.1%2,796積立金

21.9%119,81921.0%547,194繰出金

91.9%9,8290.4%10,695その他

0.0%△ 381100.0%2,609,183合　　　計

対
前年度比

対前年度
増減額構成比決算額区　　　分

△16.9%△ 9,1152.1%54,052議会費

△5.6%△ 49,96034.1%889,841総務費

9.9%19,9177.7%201,403民生費

3.7%4,7064.9%127,615衛生費

△84.8%△ 6,3670.3%7,512労働費

56.1%168,41611.5%300,215農林水産業費

△12.2%△ 8,6672.7%70,905商工費

△28.9%△ 40,1215.3%139,047土木費

△6.3%△ 9,8536.0%157,112消防費

△26.1%△ 48,0917.1%184,335教育費

△4.5%△ 21,40118.3%476,924公債費

69.8%1550.0%222その他

0.0%△ 381100.0%2,609,183合　　　計
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（単位：千円）

（単位：千円）（単位：千円）

一 般
会 計

一 般
会 計

※平成18年度特別会計を含む全会計の
・人件費　664,584千円（対前年比△63,742千円）
・構成比　　  　11.7％（対前年比△1.1％）

歳出
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町の主な収入源町の主な収入源

◆地方交付税の推移

◆町税の推移

（単位：千円）

差引額歳出決算額
歳入決算額

会　計　名
一般会計からの繰入金

0572,00542,335572,005老人保健事業

0252,099202,598252,099簡易水道事業

△ 128,922722,94275,939594,020国民健康保険事業（事業勘定）

△ 775,771860,25816,75584,487国民健康保険事業（直診勘定）

0100,00388,570100,003下水道事業

4,053312,61962,331316,672介護保険事業

048,19826,44548,198介護福祉サービス事業

0205,52441,557205,524産業交流雇用対策推進事業

△ 900,6403,073,648556,5302,173,008合　　　計

累積赤字額
△ 9億469万3千円

特 別
会 計

　町には一般会計のほかに特別会計があります。これらの会計は、水道や下水道、国民健康保険、
介護保険など特定の事業を行う場合に、水道使用料や国民健康保険税などの事業収入をもって支出
に充てる独立採算性を原則とし、一般会計と財布を分けることで収支を明確にするものです。

　町の主要財源である「町税」と「地方交付税」の平成18年度決算は、
自主財源である町税が地方交付税の１/10しかなく、地方交付税への依存
度が高い状態となっています。




